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１ 自己評価結果 

(1) 概要 

本校では、今年度の教育活動や目指す学校･生徒･保護者の姿、今年度の学校経営重点目標に沿

って、19 項目を設定し、【ア：とてもそう思う、イ：どちらかといえばそう思う、ウ：どちらか

といえばそう思わない、エ：そう思わない】の４段階で11月～１月に評価を行った。ア・イの回

答を肯定的評価と捉え、肯定的評価の割合に注目し、 

・８０％以上の項目を Ａ（目標が充分達成できている） 

・８０％未満５５％以上の項目を Ｂ（概ね達成できている） 

・５５％未満４０％以上の項目を Ｃ（達成がやや不十分である） 

・４０％未満の項目を Ｄ（達成が不十分である）として表記している。 

評価結果は各分掌・学年部会で分析を行い、評価Ａ・Ｂの項目については次年度も継続した取

り組みを進め、評価Ｃ・Ｄの項目については課題と捉え、具体的な改善策を策定して目標達成に

向けて取り組んでいくこととした。 

 成果としては、全体的に肯定的な評価となったことが挙げられる。特に、「道徳の授業は充実し

ており、様々な立場で考えることができる。」「生徒会活動・学校行事などを通して、集団として

の自主性や責任感が伸びている。」「基本的な生活習慣を身に付け、規律ある集団行動をとること

ができている。」「避難訓練や安全指導を通じて、危険を回避する意識が向上している。」「生徒の

実態に応じた学年・学級経営が進められている。」「体罰や個人情報の流出等を含めた事故防止は

適切に行われている。」「教員間の情報の共有は適切に行われている。」の７項目は生徒、地域・保

護者の 95％以上が B 評価以上を付け、高い評価となった。道徳の授業や生徒会活動の充実につ

いては、特に学校として重点をおいて教育活動を進めており、今後も一層推進していきたい。ま

た、教員の資質・能力の向上の設問４項目中３項目で高い評価を得られ、残りの１項目について

も 90％以上の評価を得ることができたことは我々教職員への信頼が高まっているとも考えられ

る。 

課題としては、「確かな学力の定着」の４つの設問項目において、地域・保護者の B 以上とす

る回答が 83％～88％と９割を下回った。一方生徒においてはそのうち３つの設問項目で B 以上

とする回答が９割を超えた。つまり「確かな学力の定着」において、地域・保護者の視点と生徒

の視点では少し差があることがわかり、地域・保護者に学校の取り組みが伝わるような工夫をし

ていく必要がある。例えば学校ホームページなどで発信回数を増加させることもその工夫の一つ

である。 

さらに、「自学自習ノートやタブレット端末を活用して自主的に学習に取り組んでいる。」の項

目においては、生徒、地域・保護者ともに９割を下回った。他の項目に比べて回答の割合が低い

ことを考えると、自学自習ノートの活用事例やタブレット端末を使った授業の充実を今後さらに

図っていく必要がある。 

次年度以降、現在の取り組みを継続しつつ、地域・保護者にわかりやすい情報発信の仕方を検

討し、「開かれた学校」づくりを進めていきたい。  

 



(2) 根拠となる資料 

評価項目 取組指標 取組目標 

（教師） 

成果目標 

（生徒・ 

保護者） 

評価 

結果 

 

肯定的評価 ％ 

（上段：生徒） 

（下段：地域・保護者） 

次年度の改善策 

豊

か

な

心

の

醸

成  

道徳の授業は充実して

おり、様々な立場で考

えることが出来る。 

全学級が年間を通じ

て、石西メソッドとロ

ーテーション道徳を取

り入れた道徳授業を実

施する。 

80％ 80％ Ａ ９８．４％ 

９８．８％ 

教員が授業で使って

いるツールを共有

し、指導の一層の充

実を図る。 

生徒会活動・学校行事

などを通して、集団と

しての自主性や責任感

が伸びている。 

生徒会を中心として、

地域の小学校と共に取

り組む事業を開始す

る。 

80％ 80％ Ａ ９７．０％ 

９６．３％ 

近隣小学校との連携

や、校外に向けた取

組等も取り入れ、石

神井西中生の代表と

して活動する意識を

もたせる。 

福祉体験等を通じて、

思いやりの心が育って

いる。 

地域の高齢者福祉施設

での体験学習や障害理

解教育を系統的に実施

する。 

80％ 80％ Ａ ９３．８％ 

９６．３％ 

福祉体験的な機会を

再構築したい。 

基本的な生活習慣を

身に付け、規律ある集

団行動をとることが

できている。 

学校行事等で生徒自身

が判断して行動する場

面を設定する。 

80％ 80％ Ａ ９６．５％ 

９７．１％ 

現在の取組を継続す

る。 

確

か

な

学

力

の

定

着  

１単位時間の学習事項

が分かり、主体的に学習

に取り組むことができ

る。 

１単位時間ごとのねら

いを生徒に提示する。 

80％ 80％ Ａ ９４．１％ 

８８．４％ 

学校だよりや公開日

などでどのような授

業を行っているのか

発信する。 

学習内容に対して、必要

に応じて指導や助言を

得ることができる。 

学力向上支援講師やタ

ブレット端末等を活用

し、個に応じた指導の徹

底を図る。 

80％ 80％ Ａ ９３．２％ 

８７．１％ 

学習内容を振り返る

時間を設けるなど、

質問できる場を設定

し、指導や助言のさ

らなる改善を進め

る。 

自学自習ノートやタブ

レット端末を活用して

自主的に学習に取り組

んでいる。 

自学自習ノートやタブ

レット端末の活用を進

め、各学年の実態に応じ

た家庭学習例を提示す

る。 

80％ 80％ Ａ ８７．５％ 

８３．８％ 

学習活動例を提示す

る。 

必要に応じて、補充指導

を受けることが出来る。 

  

補充指導等の場を設定

するとともに、取組を周

知する。 

80％ 80％ Ａ ９０．４％ 

８６．５％ 

 

取組内容や補充学習

の必要な範囲を提示

する。 



健

康

・

体

力

の

向

上  

健康の保持・増進や感染

症対策を行っている。 

望ましい食習慣の形成

や感染症予防を含めた

健康増進や保持に対す

る意識啓発を行う。 

80％ 80％ Ａ ９５．１％ 

９３．８％ 

 

共用部分の消毒な

ど、感染症対策を今

後も継続していく。 

基礎的な体力や運動に

親しむ態度が向上して

いる。 

生徒個々が目標をもっ

て、基礎的な体力や運動

能力を向上できるよう

指導する。 

80％ 80％ Ａ ９６．７％ 

９４．６％ 

 

生徒が自主的に活動

できる場面を増や

し、授業導入時の

W-upの更なる工夫を

行う。 

避難訓練や安全指導を

通じて、危険を回避する

意識が向上している。 

安全教育・防災教育を通

じて、さまざまな場面を

想定しながら、自ら危険

を回避する能力の育成

を図る。 

80％ 80％ Ａ ９５．９％ 

９９．２％ 

 

地震以外の緊急時も

訓練対象とする。ま

た、SNSトラブルもセ

ーフティ教室や情報

モラル教室で取り上

げる。 

す

べ

て

の

生

徒

に

向

け

た

支

援  

いじめ等の対応につい

て、小学校との連携は十

分に行われていると感

じることができる。 

石神井西小学校、立野

小学校、関町小学校、

外部機関と連携し、い

じめの未然防止や解

消、不登校児童・生徒

の出現防止や一人一人

の学校復帰について検

討する。 

80％ 80％ Ａ ８８．９％ 

８９．２％ 

 

小中学校間の連携を

密に行い、活動を発

信していく。 

必要に応じて、教育的な

相談をし、支援を受ける

ことができる。 

教育相談等の取組につ

いて周知するとともに、

特別な教育支援を要す

る生徒に対し、支援方法

を整理し、学校生活支援

員や臨時支援員等を活

用しながら、学習・生活

面での生徒支援にあた

る。 

80％ 80％ Ａ ９３．４％ 

９３．４％ 

 

SCや心のふれあい相

談員の活動、相談室

の様子を伝えるた

め、紙面でのお便り

の発行を行う。 

地域ボランティア活動

を行う機会が十分にあ

った。 

青少年赤十字（JRC）委

員会を核にした国際理

解とボランティアに関

する学習・活動を推進

し、地域ボランティア活

動を継続する。 

80％ 80％ Ａ ８７．５％ 

９０．５％ 

地域でのボランティ

ア活動、特に緑化活

動を継続する。 



英語検定や漢字検定を

受検したり地域を学ん

だりする機会は十分に

あった。 

学校支援コーディネー

ターを活用し、英語検定

試験・漢字検定試験、地

域未来塾を継続すると

共に、関町図書館を始め

とした教育施設の活用

など、生涯学習の観点に

立って、地域に根差した

教育活動を進める。 

80％ 80％ Ａ ９３．４％ 

９４．６％ 

 

「練馬調べ」を継続

し、地域を学ぶ機会

を確保する。 

教

員

の

資

質

・

能

力

の

向

上  

生徒の実態に応じた学

年・学級経営が進められ

ている。 

全教員が校務改善に向

けて意見提出するとと

もに、生徒の実態を踏ま

えた学年・学級経営案を

作成・実施する。 

80％ 80％ Ａ ９６．５％ 

９５．５％ 

 

生徒の実態に応じ

て、全体の指導方針

に基づいて経営を進

めていく。 

学習内容は分かりやす

く、工夫して指導されて

いる。 

校内ОＪＴ体制を整備

するとともに、全教員が

年２回の生徒による授

業評価、年１回以上の研

究授業を行う。 

80％ 80％ Ａ ９３．５％ 

９０．０％ 

 

授業改善や指導方法

の工夫について、引

き続き研究を進め

る。 

体罰や個人情報の流出

等を含めた事故防止は

適切に行われている。 

服務事故防止研修を年

間５回以上実施する。 

80％ 80％ Ａ ９５．０％ 

９６．３％ 

 

研修を継続し、教職

員一同の意識向上に

努める。 

教員間の情報の共有は

適切に行われている。 

毎朝の打ち合わせの時

間での報告・連絡・相談

を徹底し、風通しの良い

職場環境を構築する。 

80％ 80％ Ａ ９５．９％ 

９５．９％ 

ＰＣ上の校内掲示板

を活用しながら、今

後も細やかな情報共

有を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 自由記述 

(1) 地域・保護者 

①成果  

・先生方がどの学年も熱心で明るい方が多いので、生活指導や勉強面でも安心して 

通わせることができています。 

・生徒個人の状態に合わせて、担任の先生をはじめ、学校の先生方に見守って頂ける

ことを大変感謝しております。 

・楽しくも刺激のある学校生活を送っているようです。ご指導ありがとうございます。 

・毎日学校が楽しい、高校も西中のような学校へ進学したいと言っています。先生方 

や学校関係者の方々、友達や部活動の先輩後輩などみなさんのおかげだと日々感謝 

しております。ありがとうございます。 

・個性を活かし、力を合わせて作り上げていく行事が多く、とてもありがたく思って 

います。いつもありがとうございます。 

・専門性の高い知見をお持ちの先生が多く、日々の授業も工夫されていることを子供 

の話から窺い知り、大変有り難く思っております。 

・毎日充実した学校生活を送れている様子で安心しています。先生方の日頃のお力添 

えのおかげだと感謝しております。いつも本当にありがとうございます。 

②課題 

・参加できる行事には積極的に参加したいと考えているので、もう少し情報発信をし 

ていただけるとありがたく思います。学校公開、ホームページでの案内等。アンケ

ートとしては、設問と選択肢の関連が低いように思われ、迷う内容が多くありまし

た。また、4 択に加え、わからないの項目をつけていただきたいと思います。全て

をわからないにする意図はないですが、実際選べず「わからない」が欲しい項目が

あります。 

・中間テストを行っていただきたいです。難しければ、校内模試でも。お子さんに 

もよると思いますが、期末だけなのはかなり厳しいです。 

・時代の違いなのかもしれませんが、体育の授業や部活の前後にしっかりストレッ 

チ等を行なって頂けるとケガをしにくい身体作りが出来るのかなあと思います。

あまりそういう習慣がない様で身に付いてないみたいです。 

・教員が生徒を呼び捨てにする、「おまえ」などと呼ぶことに違和感があります。 

教員は生徒に範を示す存在であるべきですし、生徒の人格を尊重した適切な教育

活動を行うよう、よろしくお願いします。 

・正直、あまり学校の事がわかっていない事がわかりました。子供と話していても、 

何を目的とした活動なのか伝わってこないからです。学校が悪いと言うより子供

の理解力の問題かとは思います。 

・重たいタブレットを毎日持参しているのに活用が不足している。タブレットを持 

たせるなら教科書、ノートは不用など、工夫して欲しい。(水筒、部活の荷物など

入れるとかなり重たい)自主学習ノートや時間割ノート、毎日の提出は負担が大き

い。自主学習ノートの提出は Google クラスルーム等を利用し、データ提出可とし

てほしい(塾の宿題を写真をとって提出する等)今のやり方は二度手間で無駄が多

い。提出することが目的になっている。何を目的に行っているのか意味不明。中

学生は毎日重たい荷物を背負い塾や習い事や部活などもあり想像以上に忙しいし

消耗しているので指導する側もそれを理解し、効率の良いやり方を考えてほしい。 



３ 評価結果の公表等 

  ・評価結果については、３月中旬に保護者会を開き、学校全体評価結果と考察

を校長から口頭で説明する。 

・ホームページで、学校評価結果を公開する。 

  ・地域関係者には、２月の学校評議員会を書面開催とし、事前に送付しておい

た結果について意見を返信いただいた。 

 

４ 次年度の学校改善へ向けた校（園）長の見解 

   今年度の重点目標の中で、生徒と地域・保護者からの評価に乖離がみられた項目について、

改善策を着実に進めると共に、コロナ禍後の地域と協働した教育活動の再構築、高い評価を得

ている現在の教育活動の定着を図るべく教育課程を編成し、次の点を特に重点として取り組ん

でいく。 

◇学習指導について 

◇生活指導について 

◇特別な教育支援について 

◇校訓の「共生」を具現化するため、特に学校レガシーとして「ボランティアマインド」「障

害者・高齢者理解」に力を入れ、特色ある教育活動を実施する。 

◇その他の特色ある教育活動 

 

 

 


